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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定レポート報告方法であって、
　飛行端末により、ネットワーク装置から、前記飛行端末により測定できる全ての隣接セ
ルのうち第1の隣接セルの数の閾値を受信するステップであり、前記第1の隣接セルのそれ
ぞれの信号強度と前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる
閾値未満である、ステップと、
　前記飛行端末により、前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値に基づいて、測定結果を
報告するか否かを決定するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
　前記飛行端末により、前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値に基づいて、前記測定結
果を報告するか否かを決定するステップは、
　前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値よりも大きいとき
、前記測定結果を報告すると決定するステップ、又は
　前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値未満であるとき、
前記測定結果を報告すると決定するステップ
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
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ジで搬送される、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　測定レポート報告方法であって、
　ネットワーク装置により、飛行端末により測定できる全ての隣接セルのうち第1の隣接
セルの数の閾値を飛行端末に送信するステップであり、前記第1の隣接セルのそれぞれの
信号強度と前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾値未
満であり、第1の隣接セルの数の前記閾値は、測定結果を報告するか否かの決定のための
ものである、ステップと、
　前記ネットワーク装置により、前記飛行端末から測定結果を受信するステップと
　を含む方法。
【請求項５】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　受信モジュール及び決定モジュールを含む飛行端末であって、
　前記受信モジュールは、ネットワーク装置から、前記飛行端末により測定できる全ての
隣接セルのうち第1の隣接セルの数の閾値を受信するように構成され、前記第1の隣接セル
のそれぞれの信号強度と前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は
更なる閾値未満であり、
　前記決定モジュールは、前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値に基づいて、測定結果
を報告するか否かを決定するように構成される、飛行端末。
【請求項７】
　前記決定モジュールは、前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前
記閾値よりも大きいとき、前記測定結果を報告すると決定し、或いは、前記第1の隣接セ
ルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値未満であるとき、前記測定結果を報
告すると決定するように構成される、請求項６に記載の飛行端末。
【請求項８】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項６又は７に記載の飛行端末。
【請求項９】
　受信モジュール及び送信モジュールを含むネットワーク装置であって、
　前記送信モジュールは、飛行端末により測定できる全ての隣接セルのうち第1の隣接セ
ルの数の閾値を飛行端末に送信するように構成され、前記第1の隣接セルのそれぞれの信
号強度と前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾値未満
であり、第1の隣接セルの数の前記閾値は、測定結果を報告するか否かの決定のためのも
のであり、
　前記受信モジュールは、前記飛行端末から測定結果を受信するように構成される、ネッ
トワーク装置。
【請求項１０】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項９に記載のネットワーク装置。
【請求項１１】
　互いに結合されたプロセッサ及び受信機を含む飛行端末であって、
　前記受信機は、ネットワーク装置から、前記飛行端末により測定できる全ての隣接セル
のうち第1の隣接セルの数の閾値を受信するように構成され、前記第1の隣接セルのそれぞ
れの信号強度と前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾
値未満であり、
　前記プロセッサは、前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値に基づいて、測定結果を報
告するか否かを決定するように構成される、飛行端末。
【請求項１２】
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　前記プロセッサは、前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾
値よりも大きいとき、前記測定結果を報告すると決定し、或いは、前記第1の隣接セルの
前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値未満であるとき、前記測定結果を報告す
ると決定するように構成される、請求項１１に記載の飛行端末。
【請求項１３】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項１１又は１２に記載の飛行端末。
【請求項１４】
　受信機及び送信機を含むネットワーク装置であって、
　前記送信機は、飛行端末により測定できる全ての隣接セルのうち第1の隣接セルの数の
閾値を飛行端末に送信するように構成され、前記第1の隣接セルのそれぞれの信号強度と
前記飛行端末のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾値未満であり、
第1の隣接セルの数の前記閾値は、測定結果を報告するか否かの決定のためのものであり
、
　前記受信機は、前記飛行端末から測定結果を受信するように構成される、ネットワーク
装置。
【請求項１５】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項１４に記載のネットワーク装置。
【請求項１６】
　コンピュータ読み取り可能記憶媒体であって、前記コンピュータ読み取り可能記憶媒体
はプログラムを記憶し、前記プログラムがプロセッサにより実行されたとき、請求項１乃
至３のうちいずれか１項に記載の方法が実現される、コンピュータ読み取り可能記憶媒体
。
【請求項１７】
　コンピュータ読み取り可能記憶媒体であって、前記コンピュータ読み取り可能記憶媒体
はプログラムを記憶し、前記プログラムがプロセッサにより実行されたとき、請求項４又
は５に記載の方法が実現される、コンピュータ読み取り可能記憶媒体。
【請求項１８】
　ネットワーク装置及び飛行端末を含む通信システムであって、
　前記ネットワーク装置は前記飛行端末と通信でき、前記飛行端末が請求項６乃至８のう
ちいずれか１項に記載の飛行端末であるとき、前記ネットワーク装置は請求項９又は１０
に記載のネットワーク装置であるか、或いは、前記飛行端末が請求項１１乃至１３のうち
いずれか１項に記載の飛行端末であるとき、前記ネットワーク装置は請求項１４又は１５
に記載のネットワーク装置である、通信システム。
【請求項１９】
　測定レポート報告のための装置であって、
　ネットワーク装置から、前記装置により測定できる全ての隣接セルのうち第1の隣接セ
ルの数の閾値を受信する手段であり、前記第1の隣接セルのそれぞれの信号強度と前記装
置のサービングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾値未満である、手段と、
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値に基づいて、測定結果を報告するか否かを決定
する手段と
　を含む装置。
【請求項２０】
　前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値よりも大きいとき
、前記測定結果を報告すると決定し、或いは、前記第1の隣接セルの前記数が前記第1の隣
接セルの前記数の前記閾値未満であるとき、前記測定結果を報告すると決定する手段を更
に含む、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
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ジで搬送される、請求項１９又は２０に記載の装置。
【請求項２２】
　測定レポート報告のための装置であって、
　飛行端末により測定できる全ての隣接セルのうち第1の隣接セルの数の閾値を飛行端末
に送信する手段であり、前記第1の隣接セルのそれぞれの信号強度と前記飛行端末のサー
ビングセルの信号強度との間の信号強度差は更なる閾値未満であり、第1の隣接セルの数
の前記閾値は、測定結果を報告するか否かの決定のためのものである、手段と、
　前記飛行端末から測定結果を受信する手段と
　を含む装置。
【請求項２３】
　前記第1の隣接セルの前記数の前記閾値は、無線リソース制御(RRC)接続再構成メッセー
ジで搬送される、請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　プロセッサにより実行されたとき、請求項１乃至３のうちいずれか１項に記載の方法が
実現される、プログラム。
【請求項２５】
　プロセッサにより実行されたとき、請求項４又は５に記載の方法が実現される、プログ
ラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信分野に関し、特に、パラメータ構成選択方法、装置及びシステムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　飛行機、飛行船、ロケット、ドローンのような飛行装置の開発によって、一群の端末装
置の新たなメンバとして飛行端末が現れ、様々な飛行機、飛行船、ロケット及びドローン
に適用される可能性がある。飛行端末は、インフラストラクチャ監視、野生生物保護、空
中捜索及び救助、農薬散布並びに速達配送のような適用シナリオに広く適用され、人々の
生活に大きな利便性を提供する。将来、飛行端末は、人々の生活においてますます重要な
役割を果たすことになる。
【０００３】
　通常では地上のみで移動する一群の端末装置における一般的な端末装置とは異なり、飛
行端末は、地上で移動することがあり、或いは、空中を飛行することがある。地上で移動
するか或いは空中を飛行するかにかかわらず、飛行端末は、地上の基地局のようなネット
ワーク装置を使用することにより移動通信ネットワーク(Cellular　network)にアクセス
し、移動通信ネットワークを使用することにより無線信号を送信できる。飛行端末が地上
(基地局の高さよりも低い)で移動するとき、飛行端末の特性は、一般的な端末装置の特性
とは異ならない。しかし、飛行端末が空中(基地局の高さよりも高い)を飛行するとき、飛
行端末の特性は、一般的な端末装置の特性とは非常に異なる。
【０００４】
　当業者は、長期間の研究において、飛行端末のための既存のパラメータ構成解決策が一
般的な端末装置のためのパラメータ構成解決策を使用しており、異なる状態での飛行端末
の特性の間の相違を考慮せず、それにより、飛行端末の性能に大きく影響を与えることを
発見した。
【発明の概要】
【０００５】
　この出願の実施形態は、飛行端末の飛行状態に基づいて適切なパラメータ構成を選択し
、それにより、飛行端末の性能を改善するためのパラメータ構成選択方法、装置及びシス
テムを提供する。
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【０００６】
　第1の態様によれば、パラメータ構成選択方法が提供され、以下のステップ、すなわち
、
　ネットワーク装置により、飛行端末により送信された状態指示を受信するステップであ
り、状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用される、ステップと、
　ネットワーク装置により、状態指示に基づいて指示情報を決定するステップであり、指
示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成を示すために使用さ
れ、ターゲットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成である
、ステップと、
　ネットワーク装置により、指示情報を飛行端末に送信するステップと
　を含む。
【０００７】
　第2の態様によれば、パラメータ構成選択方法が提供され、以下のステップ、すなわち
、
　飛行端末により、ネットワーク装置により送信された指示情報を受信するステップであ
り、指示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成の識別子を示
すために使用される、ステップと、
　飛行端末により、指示情報に従って、複数のパラメータ構成から識別子に対応するパラ
メータ構成をターゲットパラメータ構成として選択するステップであり、複数のパラメー
タ構成は、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ構成を少なくとも含む、ステップと
、
　飛行端末により、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成する
ステップと
　を含む。
【０００８】
　第1の態様及び第2の態様は、それぞれ、ネットワーク装置側及び飛行端末から、この出
願の実施形態において提供されるパラメータ構成選択方法を記載している。当該方法を実
現することにより、飛行端末の飛行状態に基づいて適切なパラメータ構成が選択でき、そ
れにより、飛行端末の性能を改善する。
【０００９】
　第1の態様又は第2の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメー
タ構成及び第2のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【００１０】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００１１】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【００１２】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００１３】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
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【００１４】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００１５】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００１６】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【００１７】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００１８】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【００１９】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００２０】
　従来技術では、第2のパラメータ構成に関する研究は存在しないことが理解され得る。
この実施形態では、第1のパラメータ構成におけるものと比較して、どのパラメータの値
が第2のパラメータ構成において修正される必要があるかと、どのパラメータが第2のパラ
メータ構成に追加される必要があるかとが、明確に示され得る。
【００２１】
　第1の態様又は第2の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、ネットワーク装
置が指示情報を飛行端末に送信する前に、ネットワーク装置は、第1のエアインタフェー
スメッセージを使用することにより、複数のパラメータ構成を飛行端末に送信する。対応
して、飛行端末は、第1のエアインタフェースメッセージを使用することにより、ネット
ワーク装置により送信された複数のパラメータ構成を受信する。
【００２２】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第1のエアインタフェースメッセージは第1のブロードキャストメッセージである。
【００２３】
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　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第1のエアインタフェースメッセージは第1の無線リソース制御RRCメッセージである。第1
のRRCメッセージは、第1のRRC接続設定メッセージ又は第1のRRC接続再構成メッセージで
ある。
【００２４】
　第1の態様又は第2の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、指示情報は、第
2のエアインタフェースメッセージで搬送される。
【００２５】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第2のエアインタフェースメッセージは第2のブロードキャストメッセージである。
【００２６】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第2のエアインタフェースメッセージは第2のRRCメッセージである。第2のRRCメッセージ
は、第2のRRC接続設定メッセージ又は第2のRRC接続再構成メッセージである。
【００２７】
　第1の態様又は第2の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメー
タ構成は地上パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である
。地上パラメータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成で
あり、空中パラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構
成である。
【００２８】
　第3の態様によれば、パラメータ構成選択方法が提供され、以下のステップ、すなわち
、
　ネットワーク装置により、飛行端末により送信された状態指示を受信するステップであ
り、状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用される、ステップと、
　ネットワーク装置により、状態指示に基づいて飛行状態に対応するターゲットパラメー
タ構成を決定するステップであり、ターゲットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成
及び第2のパラメータ構成を含む、ステップと、
　ネットワーク装置により、ターゲットパラメータ構成を飛行端末に送信するステップと
　を含む。
【００２９】
　第4の態様によれば、パラメータ構成選択方法が提供され、以下のステップ、すなわち
、
　飛行端末により、飛行端末の飛行状態に基づいてネットワーク装置により送信されたタ
ーゲットパラメータ構成を受信するステップであり、ターゲットパラメータ構成は、第1
のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成を含む、ステップと、
　飛行端末により、現在のパラメータ構成をターゲットパラメータ構成に更新するステッ
プと、
　飛行端末により、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成する
ステップと
　を含む。
【００３０】
　第3の態様及び第4の態様は、それぞれ、ネットワーク装置側及び飛行端末から、この出
願の実施形態において提供されるパラメータ構成選択方法を記載している。当該方法を実
現することにより、飛行端末の飛行状態に基づいて適切なパラメータ構成が選択でき、そ
れにより、飛行端末の性能を改善する。
【００３１】
　第3の態様又は第4の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメー
タ構成及び第2のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【００３２】
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　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００３３】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【００３４】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００３５】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【００３６】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００３７】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００３８】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【００３９】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００４０】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【００４１】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
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、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００４２】
　従来技術では、第2のパラメータ構成に関する研究は存在しないことが理解され得る。
この実施形態では、第1のパラメータ構成におけるものと比較して、どのパラメータの値
が第2のパラメータ構成において修正される必要があるかと、どのパラメータが第2のパラ
メータ構成に追加される必要があるかとが、明確に示され得る。
【００４３】
　第3の態様又は第4の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、ターゲットパラ
メータ構成は、エアインタフェースメッセージで搬送される。
【００４４】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。
【００４５】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
エアインタフェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定
メッセージ又はRRC接続再構成メッセージである。
【００４６】
　第3の態様又は第4の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメー
タ構成は地上パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である
。地上パラメータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成で
あり、空中パラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構
成である。
【００４７】
　第5の態様によれば、パラメータ構成選択方法が提供され、以下のステップ、すなわち
、
　飛行端末により、状態パラメータを取得するために、飛行環境を測定するステップであ
り、状態パラメータは、高さ、隣接セル数及び隣接セル測定値のうち少なくとも1つを含
む、ステップと、
　飛行端末により、状態パラメータに基づいて飛行端末の飛行状態を決定するステップと
、
　飛行端末により、飛行状態に基づいて、複数のパラメータ構成から飛行端末の飛行状態
に対応するターゲットパラメータ構成を選択するステップであり、複数のパラメータ構成
は、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ構成を少なくとも含む、ステップと、
　飛行端末により、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成する
ステップと
　を含む。
【００４８】
　第5の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【００４９】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００５０】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【００５１】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
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ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００５２】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【００５３】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００５４】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００５５】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【００５６】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００５７】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【００５８】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００５９】
　第5の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、飛行端末が飛行高さに基づい
て複数のパラメータ構成からターゲットパラメータ構成を選択する前に、飛行端末は、エ
アインタフェースメッセージを使用することにより、ネットワーク装置により送信された
複数のパラメータ構成を受信する。
【００６０】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
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合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。
【００６１】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
エアインタフェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定
メッセージ又はRRC接続再構成メッセージである。
【００６２】
　第5の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上パ
ラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメー
タ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パラ
メータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【００６３】
　第6の態様によれば、ネットワーク装置が提供され、第1の態様による方法を実行するよ
うに構成されたユニットを含む。
【００６４】
　第7の態様によれば、飛行端末が提供され、第2の態様による方法を実行するように構成
されたユニットを含む。
【００６５】
　第8の態様によれば、ネットワーク装置が提供され、第3の態様による方法を実行するよ
うに構成されたユニットを含む。
【００６６】
　第9の態様によれば、飛行端末が提供され、第4の態様による方法を実行するように構成
されたユニットを含む。
【００６７】
　第10の態様によれば、ネットワーク装置が提供され、第5の態様による方法を実行する
ように構成されたユニットを含む。
【００６８】
　第11の態様によれば、飛行端末が提供され、互いに結合されたプロセッサ及び受信機を
含み、
　受信機は、ネットワーク装置により送信された指示情報を受信するように構成され、指
示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成の識別子を示すため
に使用され、
　プロセッサは、指示情報に従って、複数のパラメータ構成から識別子に対応するパラメ
ータ構成をターゲットパラメータ構成として選択するように構成され、複数のパラメータ
構成は、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ構成を少なくとも含み、
　プロセッサは、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成するよ
うに構成される。
【００６９】
　第11の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【００７０】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００７１】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【００７２】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
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の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００７３】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【００７４】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００７５】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００７６】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【００７７】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００７８】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【００７９】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００８０】
　第11の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、飛行端末がネットワーク装置
により送信された指示情報を受信する前に、飛行端末は、第1のエアインタフェースメッ
セージを使用することにより、ネットワーク装置により送信された複数のパラメータ構成
を受信する。
【００８１】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第1のエアインタフェースメッセージは第1のブロードキャストメッセージである。
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【００８２】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第1のエアインタフェースメッセージは第1の無線リソース制御RRCメッセージである。第1
のRRCメッセージは、第1のRRC接続設定メッセージ又は第1のRRC接続再構成メッセージで
ある。
【００８３】
　第11の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、指示情報は、第2のエアイン
タフェースメッセージで搬送される。
【００８４】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第2のエアインタフェースメッセージは第2のブロードキャストメッセージである。
【００８５】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第2のエアインタフェースメッセージは第2のRRCメッセージである。第2のRRCメッセージ
は、第2のRRC接続設定メッセージ又は第2のRRC接続再構成メッセージである。
【００８６】
　第11の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上
パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメ
ータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パ
ラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【００８７】
　第12の態様によれば、ネットワーク装置が提供され、互いに結合されたプロセッサ、受
信機及び送信機を含み、
　受信機は、飛行端末により送信された状態指示を受信するように構成され、状態指示は
、飛行端末の飛行状態を示すために使用され、
　プロセッサは、状態指示に基づいて指示情報を決定するように構成され、指示情報は、
飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成を示すために使用され、ターゲ
ットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成であり、
　送信機は、指示情報を飛行端末に送信するように構成される。
【００８８】
　第12の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【００８９】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００９０】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【００９１】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００９２】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
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【００９３】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００９４】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００９５】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【００９６】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【００９７】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【００９８】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【００９９】
　第12の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、ネットワーク装置が指示情報
を飛行端末に送信する前に、ネットワーク装置は、第1のエアインタフェースメッセージ
を使用することにより、複数のパラメータ構成を飛行端末に送信する。
【０１００】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第1のエアインタフェースメッセージは第1のブロードキャストメッセージである。
【０１０１】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第1のエアインタフェースメッセージは第1の無線リソース制御RRCメッセージである。第1
のRRCメッセージは、第1のRRC接続設定メッセージ又は第1のRRC接続再構成メッセージで
ある。
【０１０２】
　第12の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、指示情報は、第2のエアイン
タフェースメッセージで搬送される。
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【０１０３】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、第2のエアインタフェースメッセージは第2のブロードキャストメッセージである。
【０１０４】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第2のエアインタフェースメッセージは第2のRRCメッセージである。第2のRRCメッセージ
は、第2のRRC接続設定メッセージ又は第2のRRC接続再構成メッセージである。
【０１０５】
　第12の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上
パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメ
ータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パ
ラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【０１０６】
　第13の態様によれば、飛行端末が提供され、互いに結合されたプロセッサ及び受信機を
含み、
　受信機は、飛行端末の飛行状態に基づいてネットワーク装置により送信されたターゲッ
トパラメータ構成を受信するように構成され、ターゲットパラメータ構成は、第1のパラ
メータ構成又は第2のパラメータ構成を含み、
　プロセッサは、現在のパラメータ構成をターゲットパラメータ構成に更新するように構
成され、
　プロセッサは、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成するよ
うに構成される。
【０１０７】
　第13の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【０１０８】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１０９】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【０１１０】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１１１】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【０１１２】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１１３】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
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力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１１４】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【０１１５】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１１６】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【０１１７】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１１８】
　第13の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、ターゲットパラメータ構成は
、エアインタフェースメッセージで搬送される。
【０１１９】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。
【０１２０】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
エアインタフェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定
メッセージ又はRRC接続再構成メッセージである。
【０１２１】
　第13の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上
パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメ
ータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パ
ラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【０１２２】
　第14の態様によれば、ネットワーク装置が提供され、互いに結合されたプロセッサ、受
信機及び送信機を含み、
　受信機は、飛行端末により送信された状態指示を受信するように構成され、状態指示は
、飛行端末の飛行状態を示すために使用され、
　プロセッサは、状態指示に基づいて飛行状態に対応するターゲットパラメータ構成を決
定するように構成され、ターゲットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成又は第2のパ
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ラメータ構成を含み、
　送信機は、ターゲットパラメータ構成を飛行端末に送信するように構成される。
【０１２３】
　第14の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【０１２４】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１２５】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【０１２６】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント
の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１２７】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【０１２８】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１２９】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１３０】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【０１３１】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
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のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１３２】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【０１３３】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１３４】
　第14の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、ターゲットパラメータ構成は
、エアインタフェースメッセージで搬送される。
【０１３５】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。
【０１３６】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
エアインタフェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定
メッセージ又はRRC接続再構成メッセージである。
【０１３７】
　第14の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上
パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメ
ータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パ
ラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【０１３８】
　第15の態様によれば、飛行端末が提供され、互いに結合されたプロセッサ及び環境監視
要素を含み、
　状態監視要素は、状態パラメータを取得するために、飛行環境を測定するように構成さ
れ、状態パラメータは、高さ、隣接セル数及び隣接セル測定値のうち少なくとも1つを含
み、
　プロセッサは、状態パラメータに基づいて飛行端末の飛行状態を決定するように構成さ
れ、
　プロセッサは、飛行状態に基づいて、複数のパラメータ構成から飛行端末の飛行状態に
対応するターゲットパラメータ構成を選択するように構成され、複数のパラメータ構成は
、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ構成を少なくとも含み、
　プロセッサは、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成するよ
うに構成される。
【０１３９】
　第15の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成及び第2
のパラメータ構成は、それぞれ以下の通りでもよい。
【０１４０】
　第1のパラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキングエ
リアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１４１】
　第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセル受信信号値
閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオフセット値及
び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【０１４２】
　第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA2イベント



(19) JP 6935520 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

の閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベントのセルオフセ
ット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフセット、第1
のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大セル数、第1
のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１４３】
　第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【０１４４】
　第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1のPUSHの電力
、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１４５】
　第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキングエ
リアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の電
力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１４６】
　第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセル受信信号値
閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオフセット値、
アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セル周波数優先
度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域アクセス禁止
指示のうち少なくとも1つを含み、アクセス信号対雑音比閾値は、飛行端末がセルにアク
セスすることを許容される最低の信号対雑音比であり、アクセス信号対雑音比閾値のオフ
セット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される最低の信号対雑音比のオフ
セット値であり、セル周波数優先度は、飛行端末がセルを選択又は再選択するときに、異
なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアクセス優先度を示すために使用され、高さア
クセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されること
を示すために使用され、飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛行禁止区域内の飛行端末が
セルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用される。
【０１４７】
　第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA1イ
ベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA2イベント
の閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベントのセルオフセ
ット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフセット、第2
のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2のA4イベント
のヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大セル数、第2
のログ測定エリア及び第2の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０１４８】
　第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【０１４９】
　第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2のPUSHの電力
、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つ
を含む。
【０１５０】
　第15の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、飛行端末が飛行高さに基づい
て複数のパラメータ構成からターゲットパラメータ構成を選択する前に、受信機は、エア
インタフェースメッセージを使用することにより、ネットワーク装置により送信された複
数のパラメータ構成を受信する。
【０１５１】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードである場
合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。
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【０１５２】
　具体的には、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
エアインタフェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定
メッセージ又はRRC接続再構成メッセージである。
【０１５３】
　第15の態様を参照して、いくつかの可能な実現方式では、第1のパラメータ構成は地上
パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメ
ータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パ
ラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。
【０１５４】
　第16の態様によれば、コンピュータ読み取り可能記憶媒体が提供され、コンピュータ読
み取り可能記憶媒体はコンピュータプログラムを記憶し、コンピュータプログラムがプロ
セッサにより実行されたとき、第1の態様～第5の態様のうちいずれか1つによる方法が実
現される。
【０１５５】
　第17の態様によれば、命令を含むコンピュータプログラム製品が提供され、コンピュー
タプログラム製品がコンピュータ上で実行されたとき、コンピュータは、第1の態様～第5
の態様のうちいずれか1つによる方法を実行することが可能になる。
【０１５６】
　第18の態様によれば、通信システムは、ネットワーク装置及び飛行端末を含み、ネット
ワーク装置は飛行端末と通信できる。ネットワーク装置が第1の態様によるネットワーク
装置であるとき、飛行端末は、第2の態様による飛行端末であるか、ネットワーク装置が
第3の態様によるネットワーク装置であるとき、飛行端末は、第4の態様による飛行端末で
あるか、或いは、ネットワーク装置が第5の態様のネットワーク装置であるとき。
【図面の簡単な説明】
【０１５７】
　本発明の実施形態又は背景技術における技術的解決策をより明確に説明するために、以
下に、本発明の実施形態又は背景技術を説明するために必要な添付の図面について簡単に
説明する。
【図１】この出願の実施形態による、地上のセルカバレッジエリアと空中のセルカバレッ
ジエリアとの比較図である。
【図２】この出願の実施形態による、地上の隣接セルの分布と空中の隣接セルの分布との
比較図である。
【図３】この出願の実施形態による第1のパラメータ構成選択方法の相互作用図である。
【図４】この出願の実施形態による第2のパラメータ構成選択方法の相互作用図である。
【図５】この出願の実施形態による第3のパラメータ構成選択方法の相互作用図である。
【図６】この出願の実施形態による飛行端末の概略構造図である。
【図７】この出願の実施形態によるネットワーク装置の概略構造図である。
【図８Ａ】図６の実施形態に記載の装置の構成要素と図７の実施形態に記載の装置の構成
要素との間の協調的相互作用の概略図である。
【図８Ｂ】図６の実施形態に記載の装置の構成要素と図７の実施形態に記載の装置の構成
要素との間の協調的相互作用の概略図である。
【図９】この出願の実施形態による通信システムにおける各装置の機能モジュールの概略
図である。
【図１０】この出願の実施形態による他の通信システムにおける各装置の機能モジュール
の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０１５８】
　この出願の実施形態では、飛行端末は、UAV(Unmanned　Aerial　Vehicle)のようなドロ
ーンを含むドローン端末(Drone　UE)、又は従来の地上端末(terminal)を搬送するドロー
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ンでもよい(例えば、従来のUEがドローンに配置される)。飛行端末は、上記の例における
ドローンに限定されない。実際の用途では、飛行端末は、航空機のような他の飛行装置で
もよい。これは、この出願では具体的に限定されない。
【０１５９】
　従来の地上端末はまた、ユーザ機器(User　Equipment,　略称UE)、移動局(Mobile　Sta
tion,　略称MS)、移動端末(mobile　terminal)、加入者ユニット(Subscriber　Unit,　略
称SU)、加入者局(Subscriber　Station,　略称SS)、移動局(Mobile　Station,　略称MB)
、遠隔局(Remote　Station,　略称RS)、アクセスポイント(Access　Point,　略称AP)、遠
隔端末(Remote　Terminal,　略称RT)、アクセス端末(Access　Terminal,　略称AT)、ユー
ザ端末(User　Terminal,　略称UT)、ユーザエージェント(User　Agent,　略称UA)、端末
装置(User　Device,　略称UD)等とも呼ばれてもよいことが理解され得る。これは、この
出願では限定されない。端末は、無線端末又は有線端末でもよい。無線端末は、音声及び
/又はデータ接続性をユーザに提供する装置でもよく、無線アクセスネットワーク(RAN,　
radio　access　network等)を使用することにより1つ以上のコアネットワークと通信して
もよい。
【０１６０】
　理解を容易にするために、この出願の実施形態について説明する前に、まず、実施形態
におけるパラメータ構成適用のための各処理手順について別々に詳細に説明する。
【０１６１】
　(I)セル選択及び再選択のための処理手順
【０１６２】
　飛行端末はターゲットセルを検索する。飛行端末は、セル選択基準(S基準)に従って、
見つかったターゲットセルが適切なセルであるか否かを決定する。ターゲットセルが適切
なセルである場合、飛行端末は、在圏のためにターゲットセルを選択又は再選択すること
を決定する。ターゲットセルが適切なセルでない場合、飛行端末は、在圏のためにターゲ
ットセルを選択又は再選択しないことを決定する。しかし、基地局がセルアクセス禁止(b
arring)指示を飛行端末に送信した場合、ターゲットセルはS基準を満たすが、飛行端末は
、在圏のためにターゲットセルを選択又は再選択せず、在圏のために適切なセルを再選択
する。
【０１６３】
　S基準の条件は以下の通りである。
　Srxlev>0且つSqual>0、
　Srxlev=Qrxlevmeas-(Qrxlevmin+Qrxlevminoffest)-Pcompensation、且つ
　Squal=Qqualmeas-(Qqualmin+Qqualminoffest)
ここで、Srxlevはセル選択受信信号レベル値を表し、Squalはセル選択品質値を表し、Qrx
levmeasはセル測定受信信号レベル値を表し、Qqualmeasはセル測定品質値を表し、Qrxlev
minはセル受信信号値閾値を表し、Qqualminはセル品質値閾値を表し、Qrxlevminoffestは
セル受信信号値閾値のオフセット値を表し、Qqualminoffestはセル品質値閾値のオフセッ
ト値を表し、Pcompensationは電力補償を表す。具体的な実施形態では、セル受信信号値
閾値は最低のセル受信信号でもよく、セル品質値閾値は最低のセル品質値であり、セル受
信信号値閾値のオフセット値は最低のセル受信信号のオフセット値であり、セル品質値閾
値のオフセット値は最低のセル品質値のオフセット値である。
【０１６４】
　(II)トラッキングエリアリスト(tracking　area　list,　TA　list)構成のための処理
手順
【０１６５】
　飛行端末は、アタッチ要求(attach　request)を基地局に送信する。アタッチ要求を受
信した後に、基地局は、アタッチ要求をコアネットワークに転送する。アタッチ要求を受
信し、コアネットワークと飛行端末との間の認証、セキュリティ活性化及びセッション確
立のような手順を完了した後に、コアネットワークは、アタッチ受付(attach　accept)メ
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ッセージを基地局に送信する。アタッチ受付メッセージを受信した後に、基地局は、アタ
ッチ受付メッセージを飛行端末に転送する。アタッチ受付メッセージはトラッキングエリ
アリストを搬送し、トラッキングエリアリストは複数のトラッキングエリアを含み、トラ
ッキングエリアは地理的に近い複数のセルを含む。
【０１６６】
　飛行端末がトラッキングエリアリスト内のセルに入ったとき、飛行端末は、トラッキン
グエリアリストを更新する必要はなく、飛行端末のトラッキングエリア情報を更新するよ
うにコアネットワークに命令する必要もない。飛行端末がトラッキングエリアリスト外の
セルに入ったとき、飛行端末は、トラッキングエリアリストを更新する必要があり、また
、飛行端末のトラッキングエリア情報を更新するようにコアネットワークに命令する必要
がある。飛行端末がページングされるとき、コアネットワークは、トラッキングエリアリ
スト内のセルのみで飛行端末をページングし、トラッキングエリアリスト外のセルで飛行
端末をページングしない。したがって、飛行端末は正常にページングされることができ、
多数の飛行端末はセルリストを更新する必要がなく、多数のセルは飛行端末のトラッキン
グエリア情報を更新する必要がない。このように、シグナリング負荷の問題が回避される
。
【０１６７】
　(III)セル測定のための処理手順
【０１６８】
　基地局は、RRC接続再構成(RRC　Connection　Reconfiguration)メッセージを使用する
ことにより、測定構成(measure　configuration)を飛行端末に配信する。基地局により配
信された測定構成を受信した後に、飛行端末は、測定結果を取得するために、測定構成に
基づいて測定を実行する。測定結果が測定報告条件を満たしたとき、飛行端末は、測定結
果を測定レポート(Measurement　Report)に記入し、測定レポートを基地局に返信する。
測定報告条件は、A1イベント、A2イベント、A3イベント及びA4イベントのうちいずれか1
つを満たすことを含む。
【０１６９】
　A1イベント(Serving　becomes　better　than　threshold)は、サービングセルの信号
品質がA1イベントの閾値パラメータよりも高いときに、周波数間/システム間測定が停止
されることを示す。A1イベントのトリガ条件は以下の通りである。
　Ms1-Hys1>Thersh1
【０１７０】
　Ms1はA1イベントにおけるサービングセルの測定結果を表し、Hys1はA1イベントのヒス
テリシスパラメータを表し、Thersh1はA1イベントの閾値パラメータを表す。
【０１７１】
　A2イベント(Serving　becomes　worse　than　threshold)は、サービングセルの信号品
質がA2イベントの閾値パラメータよりも低いときに、周波数間/システム間測定が開始さ
れることを示す。A2イベントのトリガ条件は以下の通りである。
　Ms2+Hys2>Thersh2
【０１７２】
　Ms2はA2イベントにおけるサービングセルの測定結果を表し、Hys2はA2イベントのヒス
テリシスパラメータを表し、Thersh2はA2イベントの閾値パラメータを表す。
【０１７３】
　A3イベント(Neighbour　becomes　offset　better　than　serving)は、隣接セルの品
質がサービングセルの品質よりも高いときに、周波数内ハンドオーバ要求が開始されるこ
とを示す。A3イベントのトリガ条件は以下の通りである。
　Mn3+Ofn3+Ocn3-Hys3>Ms3+Ofs3+Ocs3+Off3
【０１７４】
　Mn3はA3イベントにおける隣接セルの測定結果を表し、Ofn3はA3イベントの隣接セル周
波数の特定の周波数オフセットを表し、Ocn3はA3イベントにおける隣接セルの特定のセル
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オフセットを表し、Hys3はA3イベントのヒステリシスパラメータを表し、Ms3はA3イベン
トにおけるサービングセルの測定結果を表し、Ofs3はA3イベントのサービングセル周波数
の特定の周波数オフセットを表し、Ocs3はA3イベントにおけるサービングセルの特定のセ
ルオフセットを表し、Off3はA3イベントのセルオフセットを表す。
【０１７５】
　A4イベント(Neighbour　becomes　better　than　threshold)は、隣接セルの品質がA4
イベントの閾値パラメータよりも高いときに、周波数間ハンドオーバ要求が開始されるこ
とを示す。A4イベントのトリガ条件は以下の通りである。
　Mn4+Ofn4+Ocn4-Hys4>Thresh4
【０１７６】
　Mn4はA4イベントにおける隣接セルの測定結果を表し、Ofn4はA4イベントの隣接セル周
波数の特定の周波数オフセットを表し、Ocn4はA4イベントにおける隣接セルの特定のセル
オフセットを表し、Hys4はA4イベントのヒステリシスパラメータを表し、Thresh4はA4イ
ベントの閾値パラメータを表す。
【０１７７】
　上記の測定は、RRC接続モードで実行されることが理解され得る。RRCアイドルモードで
は、飛行端末は、ログ測定エリアに記録されたセルでログ測定を実行する必要があり、そ
れにより、飛行端末の移動トラック/状態がリアルタイムで監視できる。飛行端末の電力
を節約するため、飛行端末は、ログ測定エリアに記録されたセルのみでログ測定を実行す
るが、ログ測定エリアに記録されたセル以外のセルでログ測定を実行しない。
【０１７８】
　(IV)ダウンリンク無線リンク監視のための処理手順
【０１７９】
　基地局は、セル特有参照信号(cell　specific　reference　signal,　CRS)を飛行端末
に送信する。基地局により送信されたセル特有参照信号を受信した後に、飛行端末は、ダ
ウンリンク無線リンク品質を取得するために、セル特有参照信号を検出する。ダウンリン
ク無線リンク品質が同期外れ閾値よりも低い場合、1回の同期外れが生成される。ダウン
リンク無線リンク品質が同期閾値よりも高い場合、1回の同期が生成される。飛行端末は
、連続した同期外れの回数をカウントする。連続した同期外れの回数が、同期外れの回数
閾値に到達した場合、タイマが開始される。飛行端末がタイマのタイミング時間内に少な
くとも2回の連続した同期を検出しない場合、飛行端末は、タイマのタイミングが終了し
たとき、無線リンク障害(Radio　Link　Failure,　RLF)が発生したと決定する。
【０１８０】
　(V)アップリンク電力制御のための処理手順
【０１８１】
　飛行端末は、アップリンク物理チャネルの送信電力を計算する。アップリンク物理チャ
ネルは、物理アップリンク制御チャネル(Physical　Uplink　Control　CHannel,　PUCCH)
、物理アップリンク共有チャネル(Physical　Uplink　Shared　Channel,　PUSCH)、サウ
ンディング参照信号(Sounding　Reference　Signal,　SRS)及び物理ランダムアクセスチ
ャネル(Physical　Random　Access　Channel,　PRACH)を含む。飛行端末は、計算された
送信電力でアップリンク物理チャネル上の無線信号を送信する。PUCCHの送信電力、PUSCH
の送信電力、SRSの送信電力及びPRACHの送信電力は、それぞれ以下の通りである。
【０１８２】
　(1)PUCCHの送信電力
【０１８３】
　サービングセルcがプライマリセルである場合、PUCCHの送信電力は以下の通りである。
【数１】
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【０１８４】
　UEがプライマリセルでPUCCHを送信しない場合、PUCCHの送信電力は以下の通りである。
【数２】

【０１８５】
　PCMAX,c(i)は各サブキャリアの最大送信電力を表し、ΔF_PUCCH(F)は上位レイヤにより
構成され、PUCCHフォーマットに関連し、ΔTxD(F’)は上位レイヤにより構成され、PUCCH
が送信されるポートに関連し、h(nCQI,nHARQ,nSR)はPUCCHフォーマットに関連する値を表
し、PO_PUCCHは上位レイヤにより構成された2つのパラメータを合計することにより取得
され、δPUCCHはUE固有の値を表し、PDCCHを通じてネットワーク側により飛行端末にフィ
ードバックされ、
【数３】

である。
【０１８６】
　(2)PUSCHの送信電力
【０１８７】
　UEがPUSCH及びPUCCHを同時に送信しない場合、PUSCHの送信電力は以下の通りである。

【数４】

【０１８８】
　UEがPUSCH及びPUCCHを同時に送信する場合、UEのPUSCHの送信電力は以下の通りである
。

【数５】

【０１８９】
　UEがPUSCHを送信しないが、DCIフォーマット3/3AでTPCコマンドを受信した場合、PUSCH
の送信電力は以下の通りである。

【数６】

【０１９０】
【数７】

はPUCCHの送信電力を表し、MPUSCH,c(i)は1つのサブフレーム内でPUSCHにより占有される
リソースブロック(Resource　Block,　RB)の数を表し、PO_PUSCH,c(j)は上位レイヤによ
り構成された2つのパラメータを合計することにより取得され、αc(j)は上位レイヤによ
り構成され、PLcは飛行端末側で計算されたダウンリンクパスロスを表す。ダウンリンク
パスロスは、参照信号送信電力から参照信号受信電力(Reference　Signal　Receiving　P
ower,　RSRP)を引いたものに等しく、参照信号送信電力は上位レイヤにより飛行端末に通
知される。
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【数８】

であり、KSは上位レイヤにより構成され、δPUSCH,cはPDCCH/EPDCCHにより示されるTPCコ
マンドに関連する値を表し、fc(i)は上位レイヤ構成及びδPUSCH,cに関連する値を表す。
【０１９１】
　(3)SRSの送信電力
【０１９２】

【数９】

【０１９３】
　PSRS_OFFSET,c(m)は上位レイヤにより構成された半静的パラメータを表し、MSRS,cは1
つのサブフレーム内でSRSにより占有されるRBの数を表し、fc(i)はPUSCHの電力制御調整
を表し、PO_PUSCH,c(j)は上位レイヤにより構成された2つのパラメータを合計することに
より取得され、αc(j)は上位レイヤにより構成される。
【０１９４】
　(4)PRACHの送信電力
【０１９５】
【数１０】

　PREAMBLE_RECEIVED_TARGET_POWERは上位レイヤにより構成される。PLcは飛行端末側で
計算されたダウンリンクパスロスを表す。ダウンリンクパスロスは、参照信号送信電力か
ら参照信号受信電力を引いたものに等しく、参照信号送信電力は、上位レイヤにより飛行
端末に通知される。
【０１９６】
　パラメータ構成適用の処理手順(I)～(V)に対応して、この出願の実施形態におけるパラ
メータ構成は、セル選択及び再選択パラメータ、トラッキングエリアリスト(tracking　a
rea　list,　TA　list)、測定関連パラメータ、無線リンク障害パラメータ並びに電力制
御パラメータのうち少なくとも1つを含む。セル選択及び再選択パラメータは、セル選択
及び再選択のための処理手順に対応し、トラッキングエリアリストは、トラッキングエリ
アリスト構成のための処理手順に対応し、測定関連パラメータは、セル測定のための処理
手順に対応し、無線リンク障害パラメータは、ダウンリンク無線リンク監視のための処理
手順に対応し、電力制御パラメータは、アップリンク電力制御のための処理手順に対応す
る。
【０１９７】
　具体的には、(I)セル選択及び再選択のための処理手順に対応して、セル選択及び再選
択パラメータは、(I)セル選択及び再選択のための処理手順に記録されたセル受信信号値
閾値、セル品質値閾値、セル受信信号値閾値のオフセット値及びセル品質値閾値のオフセ
ット値のうち少なくとも1つを含む。
【０１９８】
　(II)トラッキングエリアリスト構成のための処理手順に対応して、トラッキングエリア
リストは、(II)トラッキングエリアリスト構成のための処理手順に記録されたトラッキン
グエリアリストである。
【０１９９】
　(III)セル測定のための処理手順に対応して、測定関連パラメータは、(III)セル測定の
ための処理手順に記録されたA1イベントのヒステリシスパラメータ、A1イベントの閾値パ
ラメータ、A2イベントのヒステリシスパラメータ、A2イベントの閾値パラメータ、A3イベ
ントの周波数オフセット、A3イベントのセルオフセット、A3イベントのヒステリシスパラ
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メータ、A3イベントのオフセット、A4イベントの周波数オフセット、A4イベントのセルオ
フセット、A4イベントのヒステリシスパラメータ、A4イベントの閾値パラメータ、最大セ
ル数、ログ測定エリア及び時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０２００】
　(IV)ダウンリンク無線リンク監視のための処理手順に対応して、無線リンク障害パラメ
ータは、(IV)ダウンリンク無線リンク監視のための処理手順に記録された同期外れ閾値を
少なくとも含む。
【０２０１】
　(V)アップリンク電力制御のための処理手順に対応して、電力制御パラメータは、(V)ア
ップリンク電力制御のための処理手順に記録されたPDCCHの電力、サブキャリアc上のPUSH
の電力、基地局の想定受信電力及びPRACHの電力制御パラメータのうち少なくとも1つを含
む。
【０２０２】
　この出願の実施形態におけるパラメータ構成は、上記の例示的なパラメータに限定され
ず、他のパラメータを更に含んでもよい点に留意すべきである。例えば、この出願の実施
形態におけるパラメータ構成は、公衆陸上移動網(Public　Land　Mobile　Network,　PLM
N)選択パラメータを更に含んでもよく、PLMN選択パラメータは、PLMN選択のための処理手
順に適用される。さらに、この出願の実施形態におけるパラメータ構成に含まれるセル選
択及び再選択パラメータ、測定関連パラメータ、無線リンク障害パラメータ並びに電力制
御パラメータは、上記の場合に限定されなくてもよい。例えば、測定関連パラメータは、
A5イベントのヒステリシスパラメータ、A5イベントの第1の閾値パラメータ及びA5イベン
トの第2の閾値パラメータを更に含んでもよい。
【０２０３】
　地上の飛行端末の特性及び空中の飛行端末の特性を長期間にわたって研究した後で、空
中の飛行端末の特性と地上の飛行端末の特性との間の相違がこの出願の実施形態において
要約される。特性は、無線伝搬特性及び挙動特性を含み、以下にこれらについて別々に詳
細に説明する。
【０２０４】
　無線伝搬特性における相違は、少なくとも以下の4つの側面を含む。(1)飛行端末が空中
を飛行するときに無線伝搬に対する障害物が存在しないので、飛行端末により受信される
サービングセルの無線信号の信号強度がより強くなったとき、隣接セルの干渉信号の信号
強度もより強くなる。(2)飛行端末が空中を飛行するときに無線伝搬に対する障害物が存
在しないので、飛行端末は、スマートフォン又はモノのインターネットの装置のような地
上の端末装置により強い干渉を引き起こす。(3)地上の基地局のセルのカバレッジエリア
が図１の左側の太線部分により示され、空中の基地局のセルのカバレッジエリアが図１の
右側の太線部分により示され、空中では、セルのカバレッジエリアが複数の不連続ブロッ
クに分割され、すなわち、セルのカバレッジエリアはより断片化されることが習得され得
る。したがって、飛行端末は、連続するカバレッジエリアからより容易に離れて飛行する
。(4)地上の飛行端末により検出できる隣接セルの分布が図２の左の円部分に示され、空
中で検出できる隣接セルの分布が図２の右の円部分に示され、空中では、サービングセル
の隣接セル数がかなり増加することが習得され得る。したがって、飛行端末は、空中でよ
り多くのセルを測定できる。
【０２０５】
　挙動特性の相違は、少なくとも以下の3つの側面を含む。(1)管理の容易さ及び他の理由
のため、空中を飛行するとき、飛行端末は、いくつかのセルにアクセスするのを禁止され
る。(2)飛行端末が制限された軍事エリアのような場所で写真撮影してネットワークを使
用することにより写真を漏洩することを防止するため、空中を飛行するとき、飛行端末は
、飛行禁止区域内の基地局のようなネットワーク装置にアクセスするのが禁止されるべき
である。(3)飛行端末が地上の障害物と衝突して地上の障害物に損傷を引き起こすことを
防止するため、空中を飛行するとき、飛行端末は、飛行高さが要求された高さよりも低い
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ときに、基地局のようなネットワーク装置にアクセスするのを禁止される。
【０２０６】
　飛行端末の既存のパラメータ構成解決策では,一般的な端末装置のパラメータ構成解決
策が使用され、異なる高さでの飛行端末の特性差は考慮されない。その結果、飛行端末の
性能は大きく影響を受ける。この問題を解決するために、この出願の実施形態は、飛行端
末の飛行状態に基づいて適切なパラメータ構成を選択し、それにより、飛行端末の性能を
改善するためのパラメータ構成選択方法、装置及びシステムを提供する。以下に詳細な説
明を別々に提供する。
【０２０７】
　図３に示すように、この出願の実施形態は、第1のパラメータ構成選択方法を提供する
。図３に示すように、この出願のこの実施形態におけるパラメータ構成選択は以下のステ
ップを含む。
【０２０８】
　S101.飛行端末は、状態パラメータを取得するために、環境を測定する。
【０２０９】
　この出願のこの実施形態では、状態パラメータは、高さ、気圧、重力加速度、隣接セル
数、隣接セル測定値及び特別な参照信号のうち少なくとも1つでもよい。高さは、水平面
に対する飛行端末の絶対高さでもよく、基準面に対する飛行端末の相対高さでもよく、或
いは、高さレベル、例えば、低、中又は高でもよく、或いは、高さ関数を使用することに
より計算された値でもよい。高さ関数は、製品を使用することにより実現されてもよく、
標準で定義されてもよい。これは、本発明では限定されない。例えば、高さは、地上から
の飛行端末の高さ、又は基地局に対する飛行端末の高さ、又は他の基準物体に対する飛行
端末の高さでもよい。代替として、高さは、高さ値、例えば、低レンジXm～Ym、中レンジ
Ym～Zm及び高レンジZm～Kmにマッピングすることにより取得される高さレベルでもよい。
隣接セル数は、飛行端末により測定できる全ての隣接セルの数でもよく、或いは、サービ
ングセルの信号強度との信号強度差が閾値未満であり且つ飛行端末により測定できる全て
の隣接セルにある隣接セルの数でもよい。隣接セル測定値は、飛行端末の隣接セルの信号
強度でもよく、或いは、飛行端末の隣接セルの信号強度とサービングセルの信号強度との
間の差等でもよい。特別な参照信号は、標準プロトコルで飛行端末のために定義された特
別な参照信号である。飛行端末が空中にあるとき、特別な参照信号が送信される。特別な
参照信号を受信したとき、基地局は、飛行端末が空中にあると考える。
【０２１０】
　状態パラメータは、上記の例に限定されず、この出願のこの実施形態における状態パラ
メータは温度等でもよいことが理解され得る。これは、ここでは具体的に限定されない。
【０２１１】
　この出願のこの実施形態では、状態パラメータは、飛行端末内に配置された状態監視要
素による測定を通じて取得されてもよい。具体的な実現方式では、状態監視要素は、レー
ザ高さ測定モジュールでもよく、飛行端末の高さは、レーザ送信時間を使用することによ
り測定されてもよい。状態監視要素は、代替として、全地球測位システム(Global　Posit
ioning　System,　GPS)モジュールでもよく、衛星を使用することにより飛行端末の高さ
を直接測定してもよい。状態監視要素は、代替として、気圧測定モジュール、重力加速度
測定モジュール等でもよく、飛行端末の気圧又は重力加速度を検出及び取得できる。状態
監視要素は、代替として、信号受信機でもよく、飛行端末の隣接セル数及び/又は隣接セ
ル測定値を取得するために、飛行端末の隣接セルの信号を測定してもよい。
【０２１２】
　S102.飛行端末は、状態パラメータに基づいて状態指示を生成する。
【０２１３】
　この出願のこの実施形態では、状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用され
る。例えば、飛行端末の飛行状態は、飛行端末が空中にあるか地上にあるかを意味する。
空中は、ネットワーク装置(例えば、基地局)の高さよりも大きい高さを示してもよく、地
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上は、ネットワーク装置(例えば、基地局)の高さよりも小さい高さを示してもよい。簡潔
にするために、地上及び空中が以下の例として使用される。状態指示は、以下の2つの実
現方式を少なくとも含む。
【０２１４】
　第1の実現方式では、状態指示は、状態パラメータを搬送するために使用され、状態パ
ラメータは、高さ、隣接セル強度、隣接セル数及び特別な参照信号のうち少なくとも1つ
である。すなわち、飛行端末は、状態パラメータに基づいて状態指示を生成し、状態指示
をネットワーク装置に送信する。飛行端末により送信された状態指示を受信した後に、ネ
ットワーク装置は、状態指示で搬送された状態パラメータに基づいて、飛行端末が空中に
あるか地上にあるかを決定する。
【０２１５】
　第2の実現方式では、状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用される。例え
ば、飛行端末は、状態パラメータに基づいて、飛行端末が空中にあるか地上にあるかを決
定し、決定結果に基づいて状態指示を生成し、状態指示をネットワーク装置に送信する。
飛行端末により送信された状態指示を受信した後に、ネットワーク装置は、状態指示で搬
送された決定結果に基づいて、飛行端末が空中にあるか地上にあるかを習得する。
【０２１６】
　第2の実現方式が状態指示に使用されるとき、飛行端末は、飛行端末が空中にあるか地
上にあるかを決定するために、状態パラメータを状態閾値と比較してもよい。状態閾値は
、基地局により飛行端末に送信されてもよく、或いは、標準プロトコルで定義されてもよ
い。これは、本発明では限定されない。具体的には、飛行端末が空中にあるか地上にある
かを決定するために、飛行端末が状態パラメータを状態閾値と比較する少なくとも以下の
4つの方式が存在する。
【０２１７】
　(1)状態パラメータが高さであるとき、飛行端末は、基地局により送信された高さ閾値
を受信し、飛行端末は、測定された高さ値を高さ閾値と比較する。測定された高さが高さ
閾値よりも大きい場合、飛行端末が空中にあると決定され、或いは、測定された高さが高
さ閾値以下である場合、飛行端末が地上にあると決定される。
【０２１８】
　(2)状態パラメータが気圧及び/又は重力加速度であるとき、飛行端末は、基地局により
送信された気圧閾値及び/又は重力加速度閾値を受信し、飛行端末は、測定された気圧及
び/又は重力加速度を対応する閾値と比較する。測定された気圧及び/又は重力加速度が対
応する閾値よりも小さい場合、飛行端末が空中にあると決定され、或いは、測定された気
圧及び/又は重力加速度が対応する閾値以上である場合、飛行端末が地上にあると決定さ
れる。
【０２１９】
　(3)状態パラメータが隣接セル強度であるとき、飛行端末は、基地局により送信された
隣接セル強度閾値を受信し、飛行端末は、測定された隣接セル信号強度をサービングセル
の信号強度と比較する。隣接セルの信号強度とサービングセルの信号強度との間の差が隣
接セル強度閾値よりも小さい場合、飛行端末が空中にあると決定され、或いは、隣接セル
の信号強度とサービングセルの信号強度との間の差が隣接セル強度閾値以上である場合、
飛行端末が地上にあると決定される。
【０２２０】
　(4)状態パラメータが隣接セル数であるとき、飛行端末は、基地局により送信された隣
接セル数閾値を受信し、飛行端末は、測定された隣接セル数を隣接セル数閾値と比較する
。隣接セル数が隣接セル数閾値よりも大きい場合、飛行端末が空中にあると決定され、或
いは、隣接セル数が隣接セル数閾値以下である場合、飛行端末が地上にあると決定される
。
【０２２１】
　決定の精度を改善するために、飛行端末は、訓練された推定モデルを使用することによ



(29) JP 6935520 B2 2021.9.15

10

20

30

40

50

り、飛行端末の飛行高さを更に決定してもよいことが理解され得る。状態パラメータは、
推定モデルの入力として使用され、決定結果は推定モデルの出力である。具体的な実現方
式では、多数の既知の状態パラメータが入力として使用されてもよく、既知の状態パラメ
ータに対応する決定結果は、推定モデルを訓練するための出力として使用されてもよい。
【０２２２】
　S103.飛行端末は、状態指示をネットワーク装置に送信する。対応して、ネットワーク
装置は、飛行端末により送信された状態指示を受信する。
【０２２３】
　S104.ネットワーク装置は、状態指示に基づいて指示情報を決定する。
【０２２４】
　S105.ネットワーク装置は、指示情報を飛行端末に送信する。対応して、飛行端末は、
ネットワーク装置により送信された指示情報を受信する。指示情報は、飛行端末が切り替
えられるべきターゲットパラメータ構成を示すために使用され、ターゲットパラメータ構
成は、第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成である。例えば、飛行端末が地上に
あることを示すために状態指示が使用されるとき、指示情報は、飛行端末が切り替えられ
るべきターゲットパラメータ構成が第1のパラメータ構成であることを示すために使用さ
れる。飛行端末が空中にあることを示すために状態指示が使用されるとき、指示情報は、
飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成が第2のパラメータ構成である
ことを示すために使用される。
【０２２５】
　S106.飛行端末は、指示情報に従って、複数のパラメータ構成からターゲットパラメー
タ構成を選択する。
【０２２６】
　この出願のこの実施形態では、ネットワーク装置が指示情報を飛行端末に送信する前に
、ネットワーク装置は、第1のエアインタフェースメッセージを使用することにより、複
数のパラメータ構成を飛行端末に送信する。ネットワーク装置が複数のパラメータ構成を
飛行端末に送信した後に、ネットワーク装置は、第2のエアインタフェースシグナリング
を使用することにより指示情報を飛行端末に送信する。
【０２２７】
　この出願のこの実施形態では、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイド
ルモードである場合、第1のエアインタフェースメッセージは第1のブロードキャストメッ
セージである。ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第1のエアインタフェースメッセージは第1のRRCメッセージである。第1のRRCメッセージ
は、第1のRRC接続設定メッセージ又は第1のRRC接続再構成メッセージである。第1のエア
インタフェースメッセージは、上記の例に限定されないことが理解され得る。他の実施形
態では、第1のエアインタフェースメッセージは、代替として、他のメッセージでもよい
。これは、ここでは具体的に限定されない。
【０２２８】
　この出願のこの実施形態では、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイド
ルモードである場合、第2のエアインタフェースメッセージは第2のブロードキャストメッ
セージである。ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、
第2のエアインタフェースメッセージは第2のRRCメッセージである。第2のRRCメッセージ
は、第2のRRC接続設定メッセージ又は第2のRRC接続再構成メッセージである。第2のエア
インタフェースメッセージは、上記の例に限定されないことが理解され得る。他の実施形
態では、第2のエアインタフェースメッセージは、代替として、他のメッセージでもよい
。これは、ここでは具体的に限定されない。
【０２２９】
　この出願のこの実施形態では、飛行端末がネットワーク装置にランダムにアクセスする
前に、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態はアイドルモード(RRC_IDLE)である
。ランダムアクセスプロセスの後に、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態は、
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アイドルモード(RRC_IDLE)から接続モード(RRC_CONNECTED)に変更される。
【０２３０】
　S107.飛行端末は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成す
る。
【０２３１】
　具体的な実施形態では、第1のパラメータ構成は地上パラメータ構成であり、第2のパラ
メータ構成は空中パラメータ構成である。地上パラメータ構成は、地上の飛行端末の特性
に基づいて設定されるパラメータ構成であり、空中パラメータ構成は、空中の飛行端末の
特性に基づいて設定されるパラメータ構成である。以下に、地上パラメータ構成及び空中
パラメータ構成について別々に詳細に説明する。
【０２３２】
　(1)地上パラメータ構成は、第1のセル選択及び再選択パラメータ、第1のトラッキング
エリアリスト、第1の測定関連パラメータ、第1の無線リンク障害パラメータ並びに第1の
電力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０２３３】
　具体的には、第1のセル選択及び再選択パラメータは、第1のセル品質値閾値、第1のセ
ル受信信号値閾値、第1のセル品質値閾値のオフセット値、第1のセル受信信号値閾値のオ
フセット値及び第1のセルアクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【０２３４】
　具体的には、第1の測定関連パラメータは、第1のA1イベントのヒステリシスパラメータ
、第1のA1イベントの閾値パラメータ、第1のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第1
のA2イベントの閾値パラメータ、第1のA3イベントの周波数オフセット、第1のA3イベント
のセルオフセット、第1のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA3イベントのオフ
セット、第1のA4イベントの周波数オフセット、第1のA4イベントのセルオフセット、第1
のA4イベントのヒステリシスパラメータ、第1のA4イベントの閾値パラメータ、第1の最大
セル数、第1のログ測定エリア及び第1の時間トリガパラメータのうち少なくとも1つを含
む。
【０２３５】
　具体的には、第1の無線リンク障害パラメータは、第1の同期外れ閾値を含む。
【０２３６】
　具体的には、第1の電力制御パラメータは、第1のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第1
のPUSHの電力、第1の基地局の想定受信電力及び第1のPRACHの電力制御パラメータのうち
少なくとも1つを含む。
【０２３７】
　(2)第2のパラメータ構成は、第2のセル選択及び再選択パラメータ、第2のトラッキング
エリアリスト、第2の測定関連パラメータ、第2の無線リンク障害パラメータ並びに第2の
電力制御パラメータのうち少なくとも1つを含む。
【０２３８】
　具体的には、第2のセル選択及び再選択パラメータは、第2のセル品質値閾値、第2のセ
ル受信信号値閾値、第2のセル品質値閾値のオフセット値、第2のセル受信信号値閾値のオ
フセット値、アクセス信号対雑音比閾値、アクセス信号対雑音比閾値のオフセット値、セ
ル周波数優先度、第2のセルアクセス禁止指示、高さアクセス禁止指示及び飛行禁止区域
アクセス禁止指示のうち少なくとも1つを含む。
【０２３９】
　具体的には、第2の測定関連パラメータは、第2のA1イベントのヒステリシスパラメータ
、第2のA1イベントの閾値パラメータ、第2のA2イベントのヒステリシスパラメータ、第2
のA2イベントの閾値パラメータ、第2のA3イベントの周波数オフセット、第2のA3イベント
のセルオフセット、第2のA3イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA3イベントのオフ
セット、第2のA4イベントの周波数オフセット、第2のA4イベントのセルオフセット、第2
のA4イベントのヒステリシスパラメータ、第2のA4イベントの閾値パラメータ、第2の最大
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む。
【０２４０】
　具体的には、第2の無線リンク障害パラメータは、第2の同期外れ閾値を含む。
【０２４１】
　具体的には、第2の電力制御パラメータは、第2のPDCCHの電力、サブキャリアc上の第2
のPUSHの電力、第2の基地局の想定受信電力及び第2のPRACHの電力制御パラメータのうち
少なくとも1つを含む。
【０２４２】
　地上パラメータ構成と空中パラメータ構成との間の比較を容易にするために、以下に、
表１に示すように、地上パラメータ構成と空中パラメータ構成との比較の表を示す。
【表１】
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【０２４３】
　空中パラメータ構成を地上パラメータ構成と比較することにより、空中パラメータ構成
が以下の側面で地上パラメータ構成とは異なることを見出すことができる。
【０２４４】
　(1)セルの選択及び再選択パラメータについて
【０２４５】
　A.空中パラメータ構成では、セル品質値閾値、セル受信信号値閾値、セル品質値閾値の
オフセット値及びセル受信信号値閾値のオフセット値が修正され、アクセス信号対雑音比
閾値及びアクセス信号対雑音比閾値のオフセット値が追加される。アクセス信号対雑音比
閾値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容される信号対雑音比閾値であり、アク
セス信号対雑音比閾値のオフセット値は、飛行端末がセルにアクセスすることを許容され
る信号対雑音比閾値のオフセット値である。
【０２４６】
　上記のように、飛行端末により受信されるサービングセルの無線信号の信号強度がより
強くなったとき、隣接セルの干渉信号の信号強度もより強くなり、すなわち、高い信号強
度と強い信号干渉との双方を有するセルが存在する。したがって、空中パラメータ構成で
は、セル品質値閾値、セル受信信号値閾値、セル品質値閾値のオフセット値及びセル受信
信号値閾値のオフセット値が修正される。さらに、在圏のために適切なセルを選択するた
めの新S基準を実行するときに、飛行端末が在圏のために適切なセルを選択できることを
確保するために、アクセス信号対雑音比閾値及びアクセス信号対雑音比閾値のオフセット
値が追加される。
【０２４７】
　新S基準の条件は以下の通りである。
　Srxlev>0且つSqual>0、
　Srxlev=Qrxlevmeas-(Qrxlevmin+Qrxlevminoffest)-Pcompensation;
　Squal=Qqualmeas-(Qqualmin+Qqualminoffest)、且つ
　SSINR=QSINRmeas-(QSINRmin+QSINRminoffest)
ここで、Srxlevはセル選択受信信号レベルを表し、Squalはセル選択品質値を表し、SSINR
はセル選択信号対雑音比を表し、Qrxlevmeasはセル測定受信信号レベル値を表し、Qqualm
easはセル測定品質値を表し、QSINRmeasはセル測定信号対雑音比を表し、Qrxlevminはセ
ル受信信号値閾値を表し、Qqualminはセル品質値閾値を表し、QSINRminはアクセス信号対
雑音比閾値を表し、Qrxlevminoffestはセル受信信号値閾値のオフセット値を表し、Qqual
minoffestはセル品質値閾値のオフセット値を表し、QSINRminoffestはアクセス信号対雑
音比閾値のオフセット値を表し、Pcompensationは電力補償を表す。
【０２４８】
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　B.空中パラメータ構成では、セルアクセス禁止指示が修正され、飛行禁止区域アクセス
禁止指示及び高さアクセス禁止指示が追加される。飛行禁止区域アクセス禁止指示は、飛
行禁止区域内の飛行端末がセルにアクセスするのを禁止されることを示すために使用され
、高さアクセス禁止指示は、高さ閾値を超える飛行端末がセルにアクセスするのを禁止さ
れることを示すために使用される。
【０２４９】
　上記のように、飛行端末が空中を飛行するとき、飛行タイプの飛行端末は、いくつかの
セルにアクセスするのを禁止される。さらに、飛行禁止区域では、飛行端末は、ネットワ
ーク装置にアクセスするのを禁止されるべきであり、飛行端末はまた、飛行端末の飛行高
さが要求された高さよりも低いときに、ネットワーク装置にアクセスするのを禁止される
。したがって、空中パラメータ構成では、セルアクセス禁止指示の値が修正され、それに
より、セルアクセス禁止指示が、飛行端末のアクセス禁止を示すために更に使用できる。
さらに、飛行禁止区域アクセス禁止指示及び高さアクセス禁止指示が空中パラメータ構成
に更に追加され、それにより、飛行禁止区域では、飛行端末は、ネットワーク装置にアク
セスするのを禁止されるべきであり、飛行端末はまた、飛行端末の飛行高さが要求された
高さよりも低いときに、ネットワーク装置にアクセスするのを禁止される。
【０２５０】
　C.セル周波数優先度が空中パラメータ構成に追加される。セル周波数優先度は、飛行端
末がセルを選択又は再選択するときに、異なるセル周波数に対応するそれぞれのセルアク
セス優先度を示すために使用される。
【０２５１】
　いくつかのセルの動作周波数は、飛行端末によるアクセスに比較的適していることが理
解され得る。したがって、セル周波数優先度が空中パラメータ構成に更に追加されてもよ
く、それにより、飛行端末は、アクセスのために適切な周波数を有するセルを好適に選択
できる。
【０２５２】
　(2)トラッキングエリアリストについて
【０２５３】
　トラッキングエリアリストは、空中パラメータ構成において修正される。
【０２５４】
　上記のように、空中では、セルのカバレッジエリアは、複数の不連続ブロックに分割さ
れ、すなわち、セルのカバレッジエリアはより断片化される。さらに、飛行端末は、空中
でより多くのセルを測定できる。したがって、飛行端末は、より多くのトラッキングエリ
アを測定できる。この場合、トラッキングエリアリストは、より多くのトラッキングエリ
アを収容するように修正される必要がある。
【０２５５】
　(3)測定関連パラメータについて
【０２５６】
　A.A1イベントのヒステリシスパラメータ、A1イベントの閾値パラメータ、A2イベントの
ヒステリシスパラメータ、A2イベントの閾値パラメータ、A3イベントの周波数オフセット
、A3イベントのセルオフセット、A3イベントのヒステリシスパラメータ、A3イベントのオ
フセット、A4イベントの周波数オフセット、A4イベントのセルオフセット、A4イベントの
ヒステリシスパラメータ、A4イベントの閾値パラメータ及び時間トリガパラメータが空中
パラメータ構成において修正される。
【０２５７】
　上記のように、空中では、セルのカバレッジエリアは、複数の不連続ブロックに分割さ
れ、すなわち、セルのカバレッジエリアはより断片化される。飛行端末は、連続するカバ
レッジエリアからより容易に離れて飛行し、A1イベント、A2イベント、A3イベント及びA4
イベントをより容易にトリガする。したがって、A1イベント、A2イベント、A3イベント及
びA4イベントの頻繁なトリガを回避するために、A1イベントのヒステリシスパラメータ、
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A1イベントの閾値パラメータ、A2イベントのヒステリシスパラメータ、A2イベントの閾値
パラメータ、A3イベントの周波数オフセット、A3イベントのセルオフセット、A3イベント
のヒステリシスパラメータ、A3イベントのオフセット、A4イベントの周波数オフセット、
A4イベントのセルオフセット、A4イベントのヒステリシスパラメータ、A4イベントの閾値
パラメータ、時間トリガパラメータ等が修正される必要がある。
【０２５８】
　B.報告セルの最大数が空中パラメータ構成において修正される。
【０２５９】
　上記のように、飛行端末は、空中でより多くのセルを測定できる。したがって、測定さ
れたセルの完全性を確保し、ハンドオーバ障害を回避するために、報告セルの最大数が、
より多くのセルの測定結果を報告するように空中パラメータ構成において修正される必要
がある。
【０２６０】
　C.ログ測定エリアが空中パラメータ構成において修正される。
【０２６１】
　上記のように、飛行端末は、空中でより多くのセルを測定できる。対応して、飛行端末
がログ測定を実行する必要があるエリア数が対応して増加する。したがって、飛行端末の
より正確な監視を確保するために、ログ測定エリアが空中パラメータ構成において修正さ
れる必要がある。
【０２６２】
　(4)無線リンク障害パラメータについて
【０２６３】
　同期外れ閾値が空中パラメータ構成において修正される。
【０２６４】
　上記のように、飛行端末への無線信号干渉は比較的強く、無線リンク障害が容易に発生
する。無線リンク障害が発生すると、データ送信が中断され、データスループットが低減
される。したがって、無線リンク障害の確率を低減するために、無線リンク障害パラメー
タにおける同期外れ閾値が修正される必要がある。
【０２６５】
　(5)電力制御パラメータについて
【０２６６】
　PDCCHの電力、サブキャリアc上のPUSHの電力、基地局の想定受信電力及びPRACHの電力
制御パラメータが空中パラメータ構成において修正される。
【０２６７】
　上記のように、飛行端末が空中を飛行するとき、無線伝搬に対する障害物が存在せず、
地上の端末装置への干渉が増加する。したがって、地上の端末装置への干渉を低減するた
めに、空中パラメータ構成におけるPDCCHの電力、サブキャリアc上のPUSHの電力、基地局
の想定受信電力及びPRACHの電力制御パラメータの値が修正される必要がある。
【０２６８】
　図４に示すように、この出願の実施形態は、第2のパラメータ構成選択方法を提供する
。図４に示すように、この出願のこの実施形態におけるパラメータ構成選択は以下のステ
ップを含む。
【０２６９】
　S201.飛行端末は、状態パラメータを取得するために、環境を測定する。
【０２７０】
　S202.飛行端末は、状態パラメータに基づいて状態指示を生成する。
【０２７１】
　S203.飛行端末は、状態指示をネットワーク装置に送信する。対応して、ネットワーク
装置は、飛行端末により送信された状態指示を受信する。状態指示は、飛行端末の飛行状
態を示すために使用される。
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【０２７２】
　S204.ネットワーク装置は、状態指示に基づいて、複数のパラメータ構成からターゲッ
トパラメータ構成を選択する。複数のパラメータ構成は、第1のパラメータ構成及び第2の
パラメータ構成を少なくとも含む。
【０２７３】
　S205.ネットワーク装置は、ターゲットパラメータ構成を飛行端末に送信する。対応し
て、飛行端末は、ネットワーク装置により送信されたターゲットパラメータ構成を受信す
る。
【０２７４】
　この出願のこの実施形態では、ターゲットパラメータ構成は、エアインタフェースメッ
セージで搬送される。ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイドルモードで
ある場合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージである。ネット
ワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、エアインタフェースメ
ッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定メッセージ又はRRC接続
再構成メッセージである。
【０２７５】
　S206.飛行端末は、現在のパラメータ構成をターゲットパラメータ構成に更新する。
【０２７６】
　S207.飛行端末は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成す
る。
【０２７７】
　図４に示す実施形態と図３に示す実施形態との間の相違は、図４に示す実施形態では、
ネットワーク装置がターゲットパラメータ構成を飛行端末に送信し、ターゲットパラメー
タ構成を受信した後に、飛行端末が現在の構成をターゲットパラメータ構成に更新する点
にあることが習得できる。図３に示す実施形態では、ネットワーク装置は、指示情報を飛
行端末に送信し、指示情報を受信した後に、飛行端末が指示情報に従ってターゲットパラ
メータ構成を選択し、次いで、現在の構成をターゲットパラメータ構成に更新する。他の
内容については、図３に示す実施形態及び関連する説明を参照する。詳細はここでは説明
しない。
【０２７８】
　図５に示すように、この出願の実施形態は、第3のパラメータ構成選択方法を提供する
。図５に示すように、この出願のこの実施形態におけるパラメータ構成選択は以下のステ
ップを含む。
【０２７９】
　S301.ネットワーク装置は、エアインタフェースメッセージを使用することにより、複
数のパラメータ構成を飛行端末に送信する。対応して、飛行端末は、エアインタフェース
情報を使用することにより、ネットワーク装置により送信された複数のパラメータ構成を
受信する。
【０２８０】
　この出願のこの実施形態では、ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態がアイド
ルモードである場合、エアインタフェースメッセージはブロードキャストメッセージであ
る。ネットワーク装置に対する飛行端末の接続状態が接続モードである場合、エアインタ
フェースメッセージはRRCメッセージである。RRCメッセージは、RRC接続設定メッセージ
又はRRC接続再構成メッセージである。
【０２８１】
　S302.飛行端末は、状態パラメータを取得するために、飛行環境を測定し、状態パラメ
ータは、高さ、隣接セル数及び隣接セル測定値のうち少なくとも1つを含む。
【０２８２】
　S303.飛行端末は、状態パラメータに基づいて飛行端末の飛行状態を決定する。
【０２８３】
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　S304.飛行端末は、飛行状態に基づいて、複数のパラメータ構成からターゲットパラメ
ータ構成を選択し、複数のパラメータ構成は、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ
構成を少なくとも含む。
【０２８４】
　S305.飛行端末は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成す
る。
【０２８５】
　図５に示す実施形態と図３及び図４に示す実施形態との相違は、飛行端末が状態パラメ
ータを使用することにより飛行端末の飛行状態を決定し、飛行状態に基づいて複数のパラ
メータ構成からターゲットパラメータ構成を選択する点にあることが習得できる。すなわ
ち、図５に示す実施形態では、ネットワーク装置は、ターゲットパラメータ構成を選択す
るプロセスに関与する必要がない。他の内容については、図３に示す実施形態及び関連す
る説明を参照する。詳細はここでは説明しない。
【０２８６】
　図３～図５の上記の例において、飛行端末の飛行状態は、地上と空中とに分類される点
に留意すべきである。飛行端末の飛行状態が地上であるとき、選択されたターゲットパラ
メータ構成は、第1のパラメータ構成である。飛行端末の飛行状態が空中であるとき、選
択されたターゲットパラメータ構成は、第2のパラメータ構成である。しかし、実際の用
途では、飛行端末の飛行状態は、地上と空中と上空とに更に分類されてもよい。飛行端末
の飛行状態が地上であるとき、選択されたターゲットパラメータ構成は、第1のパラメー
タ構成である。飛行端末の飛行状態が空中であるとき、選択されたターゲットパラメータ
構成は、第2のパラメータ構成である。飛行端末の飛行状態が上空であるとき、選択され
たターゲットパラメータ構成は、第3のパラメータ構成である。飛行端末の飛行状態は、
より多くのレベルに更に分類されてもよいことが理解され得る。これは、本発明では具体
的に限定されない。
【０２８７】
　以下に、この出願の実施形態において提供される飛行端末及びネットワーク装置につい
て説明し、これらは、それぞれ図６及び図７に示す飛行端末100及びネットワーク装置200
でもよい。
【０２８８】
　図６に示すように、この出願の実施形態は、飛行端末100を更に提供する。この出願の
この実施形態における飛行端末100は、プロセッサ101、メモリ102(1つ以上のコンピュー
タ読み取り可能記憶媒体)、送信機103、受信機104及び入力/出力システム105を少なくと
も含む。これらの構成要素は、1つ以上の通信バス106を使用することにより互いに通信し
てもよい。
【０２８９】
　入力/出力システム105は、主に、飛行端末100と外部環境との間の相互作用の機能を実
現するように構成される。具体的な実現方式では、入力/出力システム105は、センサコン
トローラ1053を含んでもよい。センサコントローラ1053は、状態監視要素1056に結合され
てもよい。状態監視要素1056は、高さ、気圧、重力加速度、隣接セル数及び隣接セル測定
値のような状態パラメータを取得するために、飛行端末の飛行状態を検出するように構成
される。具体的な実現方式では、状態監視要素1056は、レーザ高さ測定モジュールでもよ
く、レーザ送信時間を使用することにより、飛行端末の高さを測定できる。状態監視要素
1056は、代替として、全地球測位システムモジュールでもよく、衛星を使用することによ
り飛行端末の高さを直接測定できる。状態監視要素1056は、代替として、気圧測定モジュ
ール、重力加速度測定モジュール等でもよく、飛行端末の気圧又は重力加速度を検出及び
取得できる。状態監視要素1056は、代替として、信号受信機でもよく、飛行端末の隣接セ
ル数及び/又は隣接セル測定値を取得するために、飛行端末の隣接セルの信号を測定して
もよい。上記の例に限定されず、状態監視要素1051は、代替として、温度検出モジュール
のような他のモジュールでもよい。これは、この出願では具体的に限定されない。任意選
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択で、入力/出力システム105は、タッチスクリーンコントローラ1051及びオーディオコン
トローラ1052を更に含んでもよく、各コントローラは、対応する周辺機器(タッチスクリ
ーン1054又はオーディオ回路1055)に結合されてもよい。
【０２９０】
　プロセッサ101は、1つ以上のCPU、クロックモジュール及び電力管理モジュールを、統
合を通じて含んでもよい。クロックモジュールは、主に、プロセッサ101のためにデータ
送信及び時間シーケンス制御に必要なクロックを生成するように構成される。電力管理モ
ジュールは、主に、プロセッサ101、送信機103、受信機104、状態監視要素105等のために
安定的且つ高精度な電圧を提供するように構成される。
【０２９１】
　メモリ102は、プロセッサ101に結合され、様々なソフトウェアプログラム及び/又は複
数のセットの命令を記憶するように構成される。具体的な実現方式では、メモリ102は、
高速ランダムアクセスメモリを含んでもよく、或いは、1つ以上の磁気ディスク記憶装置
、フラッシュ記憶装置又は他の不揮発性ソリッドステート記憶装置のような不揮発性メモ
リを含んでもよい。メモリ102は、オペレーティングシステム(以下ではシステムと呼ばれ
る)、例えば、Android、iOS、Windows又はLinuxのような組み込みオペレーティングシス
テムを記憶してもよい。メモリ102は、高さ、気圧、重力加速度、隣接セル数及び隣接セ
ルの測定値のような、状態監視要素により検出された状態パラメータを更に記憶してもよ
い。メモリ102は、状態監視要素105により検出された状態パラメータを記憶するように更
に構成されてもよく、飛行端末を構成するために、ネットワーク装置により送信された複
数のパラメータ構成又はターゲットパラメータ構成を記憶するように構成されてもよく、
それにより、飛行端末は適切な状態で動作する。
【０２９２】
　送信機103及び受信機104は、無線周波数信号を送信及び受信するように別々に構成され
る。すなわち、送信機103は、無線周波数信号を使用することにより通信ネットワーク及
び他の通信装置と通信し、受信機104は、無線周波数信号を使用することにより通信ネッ
トワーク及び他の通信装置と通信する。送信機103及び受信機104は、別々に配置されても
よく、或いは、一体的に配置されてもよい。送信機103及び受信機104が一体的に配置され
るとき、送信機103及び受信機104は、通信モジュール、トランシーバ、無線周波数モジュ
ール等と呼ばれてもよい。具体的な実現方式では、送信機103及び受信機104の双方は、シ
ングルインプット・シングルアウトプット(simple　input　simple　output,　SISO)、シ
ングルインプット・マルチプルアウトプット(simple　input　multiple　output,　SIMO)
、マルチプルインプット・シングルアウトプット(multiple　input　simple　output,　M
ISO)及びマルチプルインプット・マルチプルアウトプット(multiple　input　multiple　
output,　MIMO)のような複数の実現形式を構成するために、単一アンテナ、デュアルアン
テナ、アンテナアレイ等を使用してもよい。
【０２９３】
　図７に示すように、この出願の実施形態は、ネットワーク装置200を更に提供する。こ
の出願のこの実施形態におけるネットワーク装置200は、プロセッサ201、メモリ202(1つ
以上のコンピュータ読み取り可能記憶媒体)、送信機203及び受信機204を少なくとも含む
。これらの構成要素は、1つ以上の通信バス205を使用することにより互いに通信してもよ
い。
【０２９４】
　プロセッサ201は、強力な演算能力を有し、演算を迅速に実行できる。プロセッサ201は
、メモリ202に記憶されたソフトウェアプログラム及び/又はモジュールを動作又は実行す
ることにより、且つ、メモリ202に記憶されたデータを呼び出すことにより、ネットワー
ク装置200の様々な機能及びデータ処理を実行し、ネットワーク装置200上での全体的な監
視を実行する。
【０２９５】
　メモリ202は、プロセッサ201に結合され、様々なソフトウェアプログラム及び/又は複
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数のセットの命令を記憶するように構成される。具体的な実現方式では、メモリ202は、
高速ランダムアクセスメモリを含んでもよく、或いは、1つ以上の磁気ディスク記憶装置
、フラッシュ記憶装置又は他の不揮発性ソリッドステート記憶装置のような不揮発性メモ
リを含んでもよい。メモリ202は、高さ、気圧、重力加速度、隣接セル数及び隣接セルの
測定値のような、飛行端末により送信された状態パラメータを更に記憶してもよい。メモ
リ202は、複数のパラメータ構成を記憶するように更に構成されてもよく、パラメータ構
成は飛行端末を構成するために使用されてもよく、それにより、飛行端末は適切な状態で
動作する。
【０２９６】
　送信機203及び受信機204は、無線周波数信号を送信及び受信するように別々に構成され
る。すなわち、送信機103は、無線周波数信号を使用することにより通信ネットワーク及
び他の通信装置と通信し、受信機104は、無線周波数信号を使用することにより通信ネッ
トワーク及び他の通信装置と通信する。送信機103及び受信機104は、別々に配置されても
よく、或いは、一体的に配置されてもよい。送信機103及び受信機104が一体的に配置され
るとき、送信機103及び受信機104は、通信モジュール、トランシーバ、無線周波数モジュ
ール等と呼ばれてもよい。具体的な実現方式では、送信機103及び受信機104の双方は、シ
ングルインプット・シングルアウトプット(simple　input　simple　output,　SISO)、シ
ングルインプット・マルチプルアウトプット(simple　input　multiple　output,　SIMO)
、マルチプルインプット・シングルアウトプット(multiple　input　simple　output,　M
ISO)及びマルチプルインプット・マルチプルアウトプット(multiple　input　multiple　
output,　MIMO)のような複数の実現形式を構成するために、単一アンテナ、デュアルアン
テナ、アンテナアレイ等を使用してもよい。
【０２９７】
　図６に示す飛行端末100は、全ての上記の方法の実施形態における飛行端末でもよく、
図７に示すネットワーク装置200は、全ての上記の方法の実施形態におけるネットワーク
装置でもよいことが理解され得る。以下に、この出願の実施形態における飛行端末100内
の構成要素とネットワーク装置200内の構成要素との間の協調関係について詳細に説明す
るために、図３の実施形態を例として使用する。
【０２９８】
　1.状態監視要素1056は、状態パラメータを取得するために、環境を測定する。状態パラ
メータは、高さ、気圧、重力加速度、隣接セル数、隣接セル測定値及び特別な参照信号の
うち少なくとも1つでもよい。状態監視要素1056により状態パラメータを取得する内容に
ついては、図３に示す実施形態における関連する内容の説明を参照する。詳細はここでは
説明しない。
【０２９９】
　2.状態監視要素1056は、状態パラメータをプロセッサ101に送信する。対応して、プロ
セッサ101は、状態監視要素1056によりプロセッサ101に送信された状態パラメータを受信
する。
【０３００】
　3.プロセッサ101は、状態パラメータに基づいて状態指示を生成する。状態指示は、状
態パラメータを搬送するために使用されてもよく、或いは、飛行端末の飛行状態を示すた
め、例えば、飛行端末が地上にあるか空中にあるかを示すために使用されてもよい。状態
指示の関連する内容については、図３に示す実施形態における関連する内容の説明を参照
する。詳細はここでは説明しない。
【０３０１】
　4.プロセッサ101は、状態指示を送信機103に送信する。対応して、送信機103は、プロ
セッサ101により送信された状態指示を受信する。
【０３０２】
　5.送信機103は、状態指示を受信機204に送信する。対応して、受信機204は、送信機103
により送信された状態指示を受信する。
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【０３０３】
　6.受信機204は、状態指示をプロセッサ201に送信する。対応して、プロセッサ201は、
受信機204により送信された状態指示を受信する。
【０３０４】
　7.プロセッサ201は、状態指示に基づいて指示情報を決定する。指示情報は、飛行端末
が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成を示すために使用され、ターゲットパラ
メータ構成は、第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成である。指示情報の関連す
る内容については、図３に示す実施形態における関連する内容の説明を参照する。詳細は
ここでは説明しない。
【０３０５】
　8.プロセッサ201は、指示情報を送信機203に送信する。対応して、送信機203は、プロ
セッサ201により送信された指示情報を受信する。
【０３０６】
　9.送信機203は、指示情報を受信機104に送信する。対応して、受信機104は、送信機203
により送信された指示情報を受信する。
【０３０７】
　10.受信機104は、指示情報をプロセッサ101に送信する。対応して、プロセッサ101は、
受信機104により送信された指示情報を受信する。
【０３０８】
　11.プロセッサ101は、指示情報に従って、複数のパラメータ構成からターゲットパラメ
ータ構成を選択する。例えば、飛行端末が地上にあることを示すために状態指示が使用さ
れるとき、指示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成が第1
のパラメータ構成であることを示すために使用される。飛行端末が空中にあることを示す
ために状態指示が使用されるとき、指示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲッ
トパラメータ構成が第2のパラメータ構成であることを示すために使用される。具体的な
実施形態では、第1のパラメータ構成は地上パラメータ構成であり、第2のパラメータ構成
は空中パラメータ構成である。地上パラメータ構成は、地上の飛行端末の特性に基づいて
設定されるパラメータ構成であり、空中パラメータ構成は、空中の飛行端末の特性に基づ
いて設定されるパラメータ構成である。
【０３０９】
　12.プロセッサ101は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成
する。
【０３１０】
　図８Ａ及び図８Ｂの実施形態において言及されていない内容並びに各ステップの具体的
な実現方式については、図３の実施形態を参照することが理解され得る。詳細はここでは
説明しない。図４及び図５に示す実施形態は、図３に示す実施形態とほぼ同様であり、こ
こでは詳細に説明しない。
【０３１１】
　図９は、本発明の実施形態による飛行端末及びネットワーク装置の実施形態を示し、飛
行端末及びネットワーク装置を含む通信システムの概略構造図である。図９に示すように
、通信接続、例えば、無線周波数接続は、飛行端末300とネットワーク装置400との間のデ
ータ通信を実現するために、飛行端末300とネットワーク装置400との間に存在してもよい
。以下に詳細を説明する。
【０３１２】
　図９に示すように、この出願のこの実施形態における飛行端末300は、受信ユニット301
、選択ユニット302、構成ユニット303、送信ユニット304及び記憶ユニット305を含む。
【０３１３】
　受信ユニット301は、ネットワーク装置により送信された指示情報を受信するように構
成され、指示情報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成の識別子
を示すために使用され、
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　選択ユニット302は、指示情報に従って、記憶ユニット304に記憶された複数のパラメー
タ構成から識別子に対応するパラメータ構成をターゲットパラメータ構成として選択する
ように構成され、複数のパラメータ構成は、第1のパラメータ構成及び第2のパラメータ構
成を少なくとも含み、
　構成ユニット303は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成
するように構成される。
【０３１４】
　図９に示すように、この出願のこの実施形態におけるネットワーク装置400は、受信ユ
ニット401、決定ユニット402及び送信ユニット403を含む。
【０３１５】
　受信ユニット401は、飛行端末により送信された状態指示を受信するように構成され、
状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用され、
　決定ユニット402は、状態指示に基づいて指示情報を決定するように構成され、指示情
報は、飛行端末が切り替えられるべきターゲットパラメータ構成を示すために使用され、
ターゲットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成であり、
　送信ユニット403は、指示情報を飛行端末に送信するように構成される。
【０３１６】
　図９の実施形態において言及されていない内容及び各機能ユニットの具体的な実現方式
については、図３の実施形態を参照することが理解され得る。詳細はここでは説明しない
。
【０３１７】
　図９は、本発明の実施形態による飛行端末及びネットワーク装置の実施形態を示し、飛
行端末及びネットワーク装置を含む通信システムの概略構造図である。図９に示すように
、通信接続、例えば、無線周波数接続は、飛行端末300とネットワーク装置400との間のデ
ータ通信を実現するために、飛行端末300とネットワーク装置400との間に存在してもよい
。以下に詳細を説明する。
【０３１８】
　図９は、本発明の実施形態による飛行端末及びネットワーク装置の実施形態を示し、飛
行端末及びネットワーク装置を含む通信システムの概略構造図である。図９に示すように
、通信接続、例えば、無線周波数接続は、飛行端末300とネットワーク装置400との間のデ
ータ通信を実現するために、飛行端末300とネットワーク装置400との間に存在してもよい
。以下に詳細を説明する。
【０３１９】
　図１０に示すように、この出願のこの実施形態における飛行端末500は、受信ユニット5
01、更新ユニット502、構成ユニット503及び送信ユニット504を含む。
【０３２０】
　受信ユニット501は、飛行端末の飛行状態に基づいてネットワーク装置により送信され
たターゲットパラメータ構成を受信するように構成され、ターゲットパラメータ構成は、
第1のパラメータ構成又は第2のパラメータ構成を含み、
　更新ユニット502は、現在のパラメータ構成をターゲットパラメータ構成に更新するよ
うに構成され、
　構成ユニット503は、ターゲットパラメータ構成を使用することにより飛行端末を構成
するように構成される。
【０３２１】
　図１０に示すように、この出願のこの実施形態におけるネットワーク装置600は、受信
ユニット601、決定ユニット602及び送信ユニット603を含む。
【０３２２】
　受信ユニット601は、飛行端末により送信された状態指示を受信するように構成され、
状態指示は、飛行端末の飛行状態を示すために使用され、
　決定ユニット602は、状態指示に基づいて飛行状態に対応するターゲットパラメータ構
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成を決定するように構成され、ターゲットパラメータ構成は、第1のパラメータ構成又は
第2のパラメータ構成を含み、
　送信ユニット603は、ターゲットパラメータ構成を飛行端末に送信するように構成され
る。
【０３２３】
　図１０の実施形態において言及されていない内容及び各機能ユニットの具体的な実現方
式については、図４の実施形態を参照することが理解され得る。詳細はここでは説明しな
い。
【０３２４】
　さらに、本発明の実施形態は、通信システムを更に提供し、通信システムは、飛行端末
及びネットワーク装置を含む。
【０３２５】
　実施形態では、通信システムは図９に示す通信システムでもよく、飛行端末は飛行端末
300でもよく、ネットワーク装置はネットワーク装置400でもよい。代替として、飛行端末
は、図６の実施形態において説明した飛行端末100でもよく、ネットワーク装置は、図７
の実施形態において説明したネットワーク装置200でもよい。
【０３２６】
　他の実施形態では、通信システムは図１０に示す通信システムでもよく、飛行端末は飛
行端末500でもよく、ネットワーク装置はネットワーク装置600でもよい。代替として、飛
行端末は、図６の実施形態において説明した飛行端末100でもよく、ネットワーク装置は
、図７の実施形態において説明したネットワーク装置200でもよい。
【０３２７】
　当業者は、本発明の実施形態が、方法、システム又はコンピュータプログラム製品とし
て提供されてもよいことを認識すべきである。したがって、本発明は、ハードウェアのみ
の実施形態、ソフトウェアのみの実施形態、又はソフトウェアとハードウェアとの組み合
わせを有する実施形態の形式を使用してもよい。さらに、本発明は、コンピュータ使用可
能プログラムコードを含む1つ以上のコンピュータ使用可能記憶媒体(ディスクメモリ、光
メモリ等を含むが、これらに限定されない)上に実現されるコンピュータプログラム製品
の形式を使用してもよい。
【０３２８】
　本発明は、本発明の実施形態による方法、装置(システム)、コンピュータプログラム製
品のフローチャート及び/又はブロック図を参照して記載されている。コンピュータプロ
グラム命令は、フローチャート及び/又はブロック図内の各プロセス及び/又は各ブロック
と、フローチャート及び/又はブロック図内のプロセス及び/又はブロックの組み合わせと
を実現するために使用されてもよいことが理解されるべきである。これらのコンピュータ
プログラム命令は、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、埋め込みプロセッサ、又は機
械を生成するためのいずれかの他のプログラム可能データ処理装置のプロセッサに提供さ
れてもよく、それにより、コンピュータ又はいずれかの他のプログラム可能データ処理装
置のプロセッサにより実行される命令は、フローチャート内の1つ以上のプロセス及び/又
はブロック図内の1つ以上のブロックにおける具体的な機能を実現するための装置を生成
する。
【０３２９】
　これらのコンピュータプログラム命令はまた、コンピュータ又はいずれかの他のプログ
ラム可能データ処理装置に対して特定の方式で動作するように命令できるコンピュータ読
み取り可能メモリに記憶されてもよく、それにより、コンピュータ読み取り可能メモリに
記憶された命令は、命令装置を含むアーチファクトを生成する。命令装置は、フローチャ
ート内の1つ以上のプロセス及び/又はブロック図内の1つ以上のブロックにおける具体的
な機能を実現する。
【０３３０】
　これらのコンピュータプログラム命令はまた、コンピュータ又は他のプログラム可能デ
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ータ処理装置にロードされてもよく、それにより、一連の動作及びステップがコンピュー
タ又は他のプログラム可能装置上で実行され、それにより、コンピュータで実現される処
理を生成する。したがって、コンピュータ又は他のプログラム可能装置上で実行される命
令は、フローチャート内の1つ以上のプロセス及び/又はブロック図内の1つ以上のブロッ
クにおける具体的な機能を実現するためのステップを提供する。
【０３３１】
　明らかに、当業者は、本発明の範囲から逸脱することなく、本発明に対して様々な修正
及び変形を行うことができる。本発明は、以下の特許請求の範囲及びこれらの等価な技術
により規定される保護の範囲内に入ることを条件として、これらの修正及び変形をカバー
することを意図する。

【図１】

【図２】

【図３】



(44) JP 6935520 B2 2021.9.15

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図８Ａ】
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